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全国大会において，液晶プロジェクターの利用を希望される方
は，下記の事項を遵守ください．
なお，パソコンは，発表者が各自ご持参ください．

記
全国大会運営委員会で準備する機器
1)  液晶プロジェクタ

発表者の準備するもの
1)  パソコン
2)  パワーポイントで作成した発表用のファイル

※休憩時間の間にパソコンの動作確認をしてください．
※講演中の操作は講演者側でお願いします．

主　題：溶接構造物の安全・安心を支える実大実験
座　長：望月正人（大阪大学）

伊木　聡（JFEスチール㈱）
日　時：平成 25年 9月 3日（火）
場　所：岡山理科大学

趣　旨：

溶接構造物を設計・製作する際には，その安全性評価がきわめ
て重要であり，種々の手法によって安全性を担保した上で実用に
供されています．今回の全国大会フォーラムでは，それらの安全
性を評価する手法の中から，「実大実験」をテーマとし，平成 25年

度秋季大会において開催することを企画いたしました．
実大実験では，実際の構造物と同じスケールで安全性を確認す

ることができ，ひいては実験結果が直接「安心」をアピールする
ことにも繋がることから，最近も多くの分野で実験が行われてい
ます．もちろん，近年の数値シミュレーション手法の進歩は，実
験レスでの設計や施工を可能にしつつあることも事実ですが，一
方で，特に，これまでの限界を超えるような溶接構造物の設計・
施工に挑戦する場合には，安全・安心を実際に確認したいと言う
声があることも事実であり，また，そのための実大実験を実施で
きる技術そのものも，日本のものづくりを支える「底力」である

とも言えます．
多くの分野からの実大実験に関する講演をプログラムすること
により，実大実験を支える基盤技術や，実大実験と数値シミュレ
ーションとの比較などについての議論を深めることを企図してい
ます．ご関心のある会員諸氏は，奮って応募いただけますようお
願い申し上げます．

申込方法：

著者名，タイトル，概要（200字程度），所属，連絡先を明記し，メ
ール（jws-ym@kt.rim.or.jp）またはファックス（03-5825-4331）に
て溶接学会事務局へお申し込みください．
申込締切日：平成 25年 3月 18日（月）
講演採否：直接申込者に連絡いたします．
原稿締切日：平成 25年 7月 1日（月）
（採択された講演者には，所定の書式に従って作成した原稿を，締
切日までに提出していただきます．提出いただいた原稿は，溶接
学会全国大会講演概要 No.93 に掲載いたします．なお，講演時間
は，１件約 20分〜30分程度を予定しています．原稿作成方法な
どの詳細は座長より連絡いたします．）

下記により，「研究発表講演者」向け大会プログラムの校正を
一部電子化（PDF 化）し，ホ−ムペ−ジ上での校正刷りの閲覧を
しておりますので，ご協力のほどお願いいたします．

記
1. 校正開示
大会プログラムの印刷用版下が完了後，講演者宛に E メール

にてご通知いたします．（校正刷りの郵送はいたしません．）万一
事故等により E メールが未着の場合にも，6 月下旬には開示い
たしますのでご利用ください．

2. 使用ソフト
アドビ社製アドビリーダー．バージョン 4.0 以上（ウィンドウ

ズまたはマッキントッシュ対応）

無料ダウンロ−ドアドレス
http://www.adobe.co.jp/produkts/acrobat/readstep.html
また，現在アドビリーダー バ−ジョン 3.0の方は 4.0にアッ

プグレードしてください．
3. 開示場所 http://www.jpp.co.jp/yosetu
4. 校正方法
開示場所にて閲覧し，ダウンロードのあとプリントアウトして
ください．該当箇所を校正のうえ溶接学会宛 FAX（03-5825-
4331）にて送信ください．Eメ−ルでの送信はご遠慮ください．

5. アドビリーダーの操作に関する問い合わせ先
日本印刷出版㈱　クリエイトグループ
Tel: 06-6441-0075 E-mail: kobayasi＠jpp.co.jp


